
　ACアダプターを同梱しない場合
　取扱説明書に推奨機器の明記を

五十嵐 美穂子 国際
化推進室長（以下、
五十嵐）：ACアダプ
ターを使用する製品
には、大きく分けて
3つのケースがある
と思います。

①のケース（ACアダプターを同梱する）に
ついて、日本の電気用品安全法では、PSEに
適合したACアダプターを選択すれば、製品
本体は電気安全などの対応をする必要はあ
りません。一方、CEマーキングにおいては、
ACアダプターを含めた完成品として製品全
体を捉える必要があります。そのため、①を
避けて③（ACアダプターを同梱しない）を選
択したいという相談も少なくありません。そ
れぞれのケースについて、皆さまはどのよう
にお考えでしょうか？
森 浄 相談員（以下、森）：私が支援した事例
では、③のケースはLEDを使用した照明器

定、制御及び研究室用電気機器の安全性)で
あり、漏れ電流や耐電圧試験などの限度値
が前述のものと異なります。この場合、完成
品メーカーは、ACアダプターと組み合わ
せた状態で適合性の確認をしなければなり
ません。
五十嵐：IEC61010-1適合のACアダプター
はほとんど市場に出ていませんから、検査
機器や制御機器の場合は基本的に同梱を考
える必要があるでしょうね。
井原：そうですね。また、②のケース（バッテ
リー動作する電気製品にACアダプターを
同梱する）であるノートPCについては、欧州
委員会から出されているLVDに関するガイ
ドライン*⁴で「LVDの対象である」と明記さ
れています。

　完成品とACアダプターで
　規格が異なるケースに注意

篠﨑 厚志 相談員（以下、篠﨑）：規格はもち
ろんですが、ACアダプターが常に接続さ
れた状態で使用する製品と、そうではない
製品では、考え方が異なりますね。照明器具
は前者、カメラは後者ですし、ノートPCは

具メーカーが多いです。ほかに情報技術装
置メーカーなどで、ACアダプターを使わ
ずにUSBを電源として用いるケースが多い
ですね。いずれもACアダプターを使わない
ことでLVDへの適合を避けたいという背
景があります。
五十嵐：この場合、特に注意することはあり
ますか。
森：ACアダプターを同梱する①の場合、取
扱説明書にはLVDに適合したモデル名の
記載が必須となりますが、同梱しない③の
場合はLVD適合の必要はありません。しか
し、過去にはユーザーが購入したACアダ
プターで本体製品が燃焼した事故の事例も
あります。たとえ③
の場合でも、取扱説
明書にLVD適合品
を使用する旨を記
載し、可能であれば
推奨するメーカー
とモデル名を挙げ
るべきではないで
しょうか。
井原 房雄 相談員（以下、井原）：①のケース
については、製品ごとに適用する規格が異
なります。市販のACアダプターはほとん
どIEC60950-1(情報技術装置の安全性)や
IEC62368-1(オーディオ/ビデオ、情報及び
通信技術機器の安全性)の適合品が多いで
すが、私が支援することの多い検査機器や制
御機器などの安全規格は、IEC61010-1(測

両方のケースがある。一般的に、EMC試験
では代表的な使用例におけるワーストケー
スとなるモードで、試験を行うこととなっ
ています。
五十嵐：電気安全試験とEMC試験でも、試験
の考え方が異なりますね。
篠﨑：電気安全試験、特に医療機器に関して、
完成品とACアダプターの規格が異なるケー
スもあります。完成品が医療機器なのに、情
報技術装置適合のACアダプターを使用し
ているとか。そうなると、IEC60601-1（医
療機器の安全性）では漏れ電流試験の限度値
が非常に厳しいので、結局、確認を最初から
やり直さないといけない。
宮﨑 好明 相談員（以下、宮﨑）：ACアダプ
ターメーカー側が、製品のアプリケーショ
ンノートなどに「Intended use」を明記す
る必要がありますね。医療機器や情報技術
装置の規格に適合している旨を記載してお
き、完成品メーカーには必要な適合規格を
満たしたACアダプターを選択してもらう。
篠﨑：それが理想的なのですが、法規制や規
格に精通した方が完成品メーカーに必ずし
もいるわけではな
い、という現状もあ
ります。問題が発生
すれば責任問題に
もなりかねません。
ACアダプターメー
カーは購入側のミス
を前提として、製品

広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）では、製品輸出における海外の法規制や製品安全規格について、中小
企業から数多くの相談を受けています。中でも多い技術相談が、ACアダプターを使用する製品のCEマーキング*¹の
低電圧指令(以下、「LVD*²」)やEMC指令*³への対応です。本件への対応について、経験豊富なMTEP専門相談員陣
の見解を座談会形式で伺いました。

＊ 1 CE マーキング
欧州連合 EU 市場に市場投
入する製品に適用し、 適用
される指令の要求事項に製
品が適合していることを示す
制度で、指令・規格に沿っ
て適合性の評価を行う。

＊ 2 LVD(Low Voltage 
Directive：低電圧指令 )
電気機器の安全性に関する
規制で、交流 50 ～ 1000 
V あ る い は 直 流 75 ～
1500 V の電圧範囲で使用
するように設計された電気
機器が対象となる。

＊ 3 EMC 指令
EMC （Electromagnetic 
Compatibility：電磁両立
性） に関する規制で、ほと
んどの電子機器が対象とな
り、 電子機器が発する電磁
妨害波がほかの機器の通信
を妨害しないか、電子機器
が電磁妨害を受けても誤動
作しないかを評価する。

＊ 4 LVD 2014/35/EU
ガイドライン
CHAPTER 1 GENERAL 
PROVISIONS　§ 6 Which 
products are covered?
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  みやざき    よしあき

宮﨑 好明 専門相談員

国際化推進室長
       い が ら し     み ほ こ

五十嵐 美穂子
    い は ら   ふ さ お

井原 房雄 専門相談員
  しのざき  あ つ し

篠﨑 厚志 専門相談員
       も り  きよし

森 浄 専門相談員
     ま つ お   わたる

松尾 渉 専門相談員

①   CEマーキングのLVDに適合したACア
ダプターを使用し、当該アダプターを同
梱する場合

②   バッテリー動作する電気製品にACアダ
プターを同梱する場合

③   製品にACアダプターを同梱せず、ユー
ザーがACアダプターを購入する場合
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